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★神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

コウベファッションソサエテイ

Ｋ､Ｆ､Ｓ・news8（88蕪鱒驚駕‘扇上蝿‘‘
●９月のマンスリーサロン／会員によるパネルディスカッション

" 人財り”を語る
篭鍵熱蟻溌灘鴬

話も

慰 鐙
i:灘

畢趣．

９月1 6 日のマンスリーサロンは‘‘人
財り”をテーマにパネルディスカッシ
ョンが､ 勤労市民会館に於て開かれた。
会員の米田さん、藤金さん、中田さん
は次のように語ってくれた。
③米田博司く神戸市立心身障害福祉センター＞
私共のように人財の対象になる人財
りをしている者は、①対象者レベルを
合わす②できることをさせ、できない
ことはさせない③環境を整備する④本
能から物を考える、の４点を常に心掛
けています。
●藤金ヤスコ〈スタジオ' 0 ' ＞
リーダであるべき者の人間教育が中

心です。私は常に１人１人の、人間と
しての成熟度の高低によって、①ワン
マン型②民主型③甘やかし型④放任
型、に分けて指導しております。

パネラー
米田博則藤金ヤスコ中H ｣ 泰次

コーディネイター
荒津正美

⑧中田泰次< 共栄繊維株式会社＞
みなさんは“働く”という言葉の意
味を知ってますか？「はたを楽にす
る」私はこの言葉を肝に命じて、厳し
くやると同時に信頼・愛情を大事にし
ています。失敗を恐れずに任せてやる
ことも、上に立つ者の仕事でしょう。
以上パネラーの、経験を交じえた話
の中には、会場の方々全ての人に共通
する“人財りの課題”が提案されてい
ました。この後、コーディネイタ－の
荒津氏による質問が１０分間ほどなさ
れ、最後に柿本会長が「今日の全般に
渡るすばらしい人財りの講話で、出席
者全員に何かをつかんで帰っていただ
ければ」と述べ、今回の“会員による
パネルディスカッション”が終了し
た。

神戸ファッション研究所設立基金
募集中
’8 3 神戸っ子プルーメール賞などの受賞金1 0 万円
を基に、ＫＦｓでは神戸の発展のため、ファッシ
ョン研究所設立を目指して募金を始めました。神
戸市民の皆棟の御協力お願いします。（K F S - 同）

③会員ニュース
ニットブティック“あとりえふみこ' ‘がＣｑｏｐ

岡本P A R T Ⅱに新装オー
プンしました。オーナー
の谷川文子さんによるオ
リジナルニットを始坊、
ブラウス・スカート・ア
クセサリーなども揃って
おり、幅広いオシャレが
楽しめる店です。
あとりえふみこ
阪急岡本駅ビル２Ｆ宮澄4 5 3 - 3 9 3 6

●1 1 月のマンスリーサロン
識師有吉斑
（人間関係研究所所長）

" 人財り, ，ＰＡＲＴⅡ
日時／1 1 月1 8 日（金）

ＰＭ６: ３０

場所／勤労了i j民会館4 0 3号
協賛／神戸商工会議所
有吉先生自身による' ‘人財り”
P A R T Ⅱ御期待下さい。

●1 1 月の理事会
日時／1 1 月４日（金）
場所／御影山本（活魚）
会費／６０００円

蕊

●クリスマスパーティー
日時／1 2 月９日（金）
場所／同月堂ホール／￥6 , 0 0 0
恒例になったＫ､ Ｆ, s ､ のクリスマスパーティ
ー今年も大いに飲み、食い、踊りましょう。御
期待を。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



太田裕子ちゃん／須磨区白川台

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

郎

こんにちは赤ちゃん 今
度
、
永
年
親
し
み
な
れ
た
「
エ
ル
・
ヴ
ィ
ノ
北
野
」
を

「
エ
ル
・
パ
ン
チ
ョ
キ
タ
ノ
」
と
店
名
を
改
め
る
こ
と
に

相
な
り
ま
し
た
。

店
名
が
変
り
ま
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
や
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
れ

ま
で
通
り
。
今
迄
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
務
め
、
皆
様

方
の
御
要
望
に
答
え
た
く
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
従
来
に

変
ら
ぬ
御
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
三
丁
目
二
’
四
ア
ニ
ル
ド
マ
ン
シ
ョ
ン
一
Ｆ

エ
ル
。
バ
ン
チ
ョ
キ
タ
ノ

電
話
（
○
七
八
）
一
一
四
一
’
一
三
四
四

128芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

蛮芦屋（0797)31-1234代表

言柿沼産婦人科
奥
田
大
二
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ゆったりとした店内

け
つ
け
マ
ス
タ
ー
と
マ
マ
は
応

待
に
大
童
。
絵
に
造
詣
の
深
い

嘉
手
納
さ
ん
の
趣
味
を
反
映
し

て
、
店
の
壁
面
に
は
神
戸
の
主

な
画
家
の
作
品
が
う
ま
く
飾
ら

れ
て
い
る
が
、
取
材
時
に
は
西

村
功
画
伯
の
姿
も
見
え
た
。
多

士
済
々
な
人
が
集
ま
り
、
〃
祝
。

加
周
年
〃
に
フ
ィ
ー
バ
ー
し
た

一
夜
で
あ
っ
た
。

口
中
央
区
中
山
手
通
１
‐
７
１
ｍ
英
健

ビ
ル
－
Ｆ
宮
３
３
１
１
１
３
１
６

☆
絵
に
か
こ
ま
れ
て

早
や
加
年

ス
タ
ン
ド
「
か
て
な
」
が
、

９
月
６
日
満
加
周
年
を
迎
え
、

同
店
に
て
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
が
開

か
れ
た
。

「
と
に
か
く
加
年
間
や
っ
て
来

ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
…
」

と
マ
ス
タ
ー
の
嘉
手
納
さ
ん
は

つ
い
ホ
ロ
リ
。
こ
の
夜
は
、
顔

☆
楽
し
み
／
花
扇
の
食
通
企
画

南
京
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
花
扇

で
は
一
周
年
を
記
念
し
て
、
「
ヌ

ー
ベ
ル
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
の
見
本

の
よ
う
な
」
料
理
を
低
価
格
で

楽
し
む
集
い
を
実
施
す
る
。

口
花
扇
／
中
央
区
元
町
通
１
１
３
１
６
Ｌ

ピ
ル
２
Ｆ
宮
３
３
１
１
８
９
１
１
☆
期
間

／
ｎ
月
釦
Ｉ
銅
日
（
型
と
理
日
は
夜
の
み

宰
茄
）
☆
営
柔
時
間
／
ｎ
時
ｌ
虹
時
☆
価

格
／
１
５
０
０
０
円
（
税
サ
込
み
）
ウ
ィ

ス
キ
ー
、
ワ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
付
参

加
自
由

び
っ

の
異
人
プ
ラ
ザ
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
オ
ー
ナ
ー
は
以
前
、
船
会
社

に
勤
務
し
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル

出
身
の
ナ
バ
ル
ス
キ
ー
氏
。
日

本
に
来
て
６
年
、
日
本
人
の
奥

さ
ん
を
迎
え
、
趣
味
の
料
理
が

い
つ
の
ま
に
か
ビ
ジ
ネ
ス
に
。

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
か
ら
か
け
つ
け

た
シ
ェ
フ
の
サ
イ
モ
ン
と
一
緒

に
卵
余
種
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク

な
味
を
提
供
。
料
理
は
も
ち
ろ

ん
、
パ
ン
も
ケ
ー
キ
も
プ
デ
ィ

ン
グ
も
コ
ー
ヒ
ー
も
本
場
の
味

ロ
中
央
区
山
本
通
２
１
浬
ｌ
ｕ
異
人
プ
ラ

ザ
２
Ｆ
茸
２
２
２
１
１
７
８
０

営
業
時
間
／
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ｎ
時
半
１
２

時
半
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
５
時
半
１
，
時
．

月
曜
定
休
ラ
ン
チ
￥
１
２
０
０
１
２
４
０

０
、
デ
ィ
ナ
ー
￥
３
５
０
０
１
４
５
０
０

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
デ
ィ
ナ
ー
￥
２
４
０
０
・

パ
ー
テ
ィ
ー
も
Ｏ
Ｋ

左端がマスターの嘉手納さん夜
は

郷撰奪縄顔
右
に
曲
っ
た
突
き
あ
た
り
、
林

ピ
ル
の
地
下
に
で
き
た
「
グ
ー

ニ
ー
北
野
」
が
そ
の
お
店
。

「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
」
こ
と
が
開
店
の

ね
ら
い
。
価
格
も
味
も
グ
ニ
ー

と
同
じ
と
い
う
こ
と
だ
。
北
野

に
新
し
い
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
が

ま
た
ひ
と
つ
ふ
え
た
。

ロ
グ
ー
ニ
ー
北
野
／
中
央
区
北
野
町
４
１

９
１
哩
茸
２
４
２
１
２
５
６
２

ロ
グ
ー
ー
ー
／
中
央
区
北
長
狭
通
３
１
５
１

２
倉
３
２
１
１
３
５
４
０

☆
関
西
で
初
め
て
／
，

ア
ラ
ビ
ア
料
理
店
サ
ラ
ー
ム

関
西
圏
で
初
め
て
の
ア
ラ
ビ

ア
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
８

月
蝿
日
、
北
野
町
ハ
ン
タ
ー
坂

オーナーのナバルスキー夫妻
（左）とシェフのサイモン

癖綴職鴬騨鰯識醗…霊 ☆
北
野
に
味
の
名
所
が
誕
生

味
の
セ
ン
ス
で
は
定
評
の
あ

る
「
グ
ニ
ー
」
の
姉
妹
店
が
北

野
に
オ
ー
プ
ン
。
ト
ア
ロ
ー
ド

を
上
っ
た
神
戸
外
国
倶
楽
部
を

蔦識1１

議磯

かきの季節だけ店があく

１
１２９
１

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

牡
蛎
料
理

か
き
十

ｍ
央
区
中
山
通
４
丁
目
、
－
叩

宮
２
４
１
１
１
７
７
５

ｍ
月
か
ら
３
月
ま
で
が
牡

蛎
の
最
も
美
味
し
い
シ
ー
ズ

ン
。
そ
の
期
間
だ
け
営
業
し

残
り
の
半
年
は
ぴ
っ
た
り
と

扉
を
閉
じ
て
し
ま
う
店
が

「
か
き
十
」
で
あ
る
。

材
料
の
牡
蛎
は
広
島
や
三

重
か
ら
直
送
さ
れ
、
新
鮮
そ

の
も
の
・
涼
味
あ
ふ
れ
る
「
か

き
会
席
コ
ー
ス
」
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
「
鍋
物
コ
ー
ス
」
の

他
、
コ
キ
ー
ル
、
土
瓶
む
し

な
ど
一
品
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー

も
豊
富
だ
。
ま
た
価
格
は
前

年
度
並
み
と
い
う
か
ら
、
今

年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

食
道
楽
に
と
っ
て
は
嬉
し
い

話
題
で
あ
る
。

口
会
席
コ
ー
ス
３
６
０
０
円
ｌ
土
手

鍋
コ
ー
ス
３
８
０
０
円
、
ｆ
宮
島
鍋
コ

ー
ス
３
８
０
０
円
、
１
，
・
鋤
Ａ
Ｍ
ｌ

ｍ
Ｐ
Ｍ
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
９
Ｐ
Ｍ

無
休
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◆

兵
庫
県
下
を
対
象
に
家
庭
を
失
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
里
親
を

求
め
る
〃
愛
の
手
運
動
″
が
始
ま
っ
て
今
年
で
虹
年
め
に
な
る
。

こ
の
期
間
に
神
戸
新
聞
の
里
子
を
紹
介
し
て
い
る
〃
あ
な
た
の

愛
の
手
を
″
の
コ
ー
ナ
ー
と
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
「
里
親
さ
が
し
の

時
間
」
の
放
送
回
数
は
す
で
に
千
回
を
越
え
、
兵
庫
県
下
の
新
し

い
育
て
の
親
に
迎
え
ら
れ
て
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
数
は
七
百
人

に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
加
年
の
歳
月
、
と
い
え
ば
当
時
、
生
後
間

も
な
く
引
き
と
ら
れ
た
乳
児
が
す
で
に
成
人
に
達
し
て
い
る
年
令

で
あ
り
、
幼
年
期
、
少
年
期
に
里
親
に
迎
え
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
な
か
に
は
も
う
家
庭
を
も
ち
、
自
立
し
て
社
会
で
働
い
て
い
る

人
た
ち
も
多
く
い
る
。
生
み
の
親
か
ら
離
さ
れ
、
里
親
に
引
き
と

ら
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た

里
親
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
加
年
と
い
う
歳
月
は
双
方
に
一
体
何

を
も
た
ら
し
、
ど
ん
な
畔
を
創
り
あ
げ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
事
を
知
り
た
い
と
願
い
、
協
会
で
は
少
な
く
と
も
里
親
家

庭
で
三
年
以
上
生
活
し
、
肥
才
を
過
ぎ
て
い
る
か
つ
て
の
里
子
た

ち
の
追
跡
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
か
ら
準
備
を
始

め
て
今
秋
よ
り
面
接
調
査
を
す
す
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
〃
愛
の
手
運
動
″
の
記
事
を
新
聞
で
知
っ
た
関
西
テ

レ
ビ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
加
藤
信
夫
さ
ん
は
日
本
人
に
一
般
的
な

概
念
と
し
て
い
だ
か
れ
て
い
る
〃
血
縁
へ
の
信
仰
″
に
か
ね
が
ね

疑
問
が
あ
っ
た
。
「
中
国
孤
児
の
問
題
を
み
て
い
る
と
、
生
み
の

親
を
離
れ
て
三
十
数
年
も
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
面
会

を
す
れ
ば
単
に
血
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
そ
の
長
い

空
白
が
す
ぐ
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
考
え
方
に
は
ど
う
も

納
得
が
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
中
国
に
残
さ
れ
た
養
親
の
方
は
一

体
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
気
持
を
も
っ
て
い
た
時
、
協

会
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
里
親
と
里
子
、
あ
る
い
は
養
親

と
養
子
と
い
っ
た
血
縁
の
な
い
親
と
子
の
関
係
を
さ
ぐ
る
た
め
、

協
会
の
成
人
里
子
の
調
査
と
並
行
し
て
か
つ
て
の
里
子
で
あ
っ
た

人
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ

ル
ム
の
制
作
を
企
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

撮
影
は
五
月
か
ら
十
月
の
初
め
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
焔
才
以
上
の
人
た
ち
は
一
一
一
三
人
で
あ
り
、
最

年
長
者
は
誕
才
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
か
ら
約
釦
人
程
の
か

つ
て
の
里
子
で
あ
っ
た
人
た
ち
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た

里
親
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
な
わ
れ
た
。
と
い
っ
て
も
テ
レ
ビ

の
画
面
で
自
分
の
過
去
を
話
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
人
た
ち
は

≦主彦

１
１３０
１

◆
関西〒レピ

雨の中を取材中

橋
本
明
八
社
Ｍ
法
人
一
家
庭
養
護
促
進
協
会
一
市
務
局
長
Ｖ

〃
親
子
む
す
び
〃

「
関
西
テ
レ
ビ
」
芸
術
祭
参
加
作
品

轡
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
川
〉
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弓

壷

１

１
１３１
１

、
‘聡

値．

灘警常
’･拳

半
年
間
の
取
材
を
終
え
た
加
藤
さ
ん
は
「
私
は
こ
の
作
品
で
政

府
の
福
祉
政
策
を
批
判
し
よ
う
と
か
里
親
制
度
を
改
善
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
図
は
全
く
な
い
ん
で
す
。
た
だ
、
こ
の
番
組
を
ご
覧

い
た
だ
い
た
視
聴
者
の
み
な
さ
ん
が
、
番
組
を
見
終
っ
た
時
に
ふ

と
横
に
い
る
自
分
の
子
ど
も
に
目
を
む
け
て
み
る
、
親
子
っ
て
一

体
何
や
ろ
う
、
と
い
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
み
て
い
た
だ
け

れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
関
西
テ
レ
ビ
の
今
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門

で
の
芸
術
祭
参
加
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
、
左
記
の
日
時
に
放
映

織騨

多
く
、
取
材
の
了
解
を
得
る
ま
で
に
は
協
会
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
。
当
然
予
想
さ
れ
た

こ
と
で
は
あ
る
が
取
材
の
拒
否
も
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

の
立
場
か
ら
声
だ
け
の
取
材
も
あ
っ
た
。
取
材
の
地
域
も
神
戸
市

内
を
中
心
と
し
て
県
下
の
丹
波
、
播
磨
、
但
馬
に
わ
た
り
、
さ
ら

に
大
阪
、
東
京
、
北
海
道
へ
も
足
を
の
ば
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
他
に
、
子
ど
も
が
新
聞
や
ラ
ジ
オ
で

紹
介
さ
れ
て
か
ら
里
親
が
見
つ
か
り
、
施
設
で
の
面
会
を
重
ね
て

後
、
里
親
に
引
き
と
ら
れ
て
い
く
場
面
な
ど
、
血
の
つ
な
が
り
の

な
い
親
と
子
の
出
会
い
、
そ
し
て
親
子
に
な
っ
て
い
く
様
子
な
ど

も
撮
影
さ
れ
た
。
取
材
班
は
、
今
ま
で
に
九
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
の
制
作
を
て
が
け
て
い
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
加
藤
さ
ん

の
他
に
カ
メ
ラ
マ
ン
の
砂
川
和
弘
さ
ん
、
音
響
の
井
上
慎
二
さ
ん

の
ベ
テ
ラ
ン
や
若
い
三
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
約
半
年
間
じ
っ
く
り
と

取
材
に
取
り
く
ん
だ
だ
け
に
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品
の
完
成
が
待

た
れ
て
い
る
。

さ
れ
る
。

日
時
昭
和
靴
年
Ⅱ
月
枢
日
（
土
）

午
後
２
時
弱
分
１
３
時
別
分
関
西
テ
レ
ビ

題
名
「
親
子
む
す
び
」
（
仮
題
）

な
お
、
近
畿
地
方
以
外
で
は
次
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
同
日
同

時
刻
に
放
映
さ
れ
る
。
北
海
道
文
化
放
送
、
仙
台
放
送
、
フ
ジ
テ

レ
ピ
、
東
海
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
静
岡
、
岡
山
放
送
、
山
陰
中
央
テ

レ
ビ
、
テ
レ
ビ
新
広
島
、
サ
ガ
テ
レ
ピ
、
テ
レ
ビ
西
日
本
。

ま
た
と
な
い
貴
重
な
作
品
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

託１

砿1 , 薄捧
曾･ ＃ｑ

崇噌鵜iii蕊鐸雲一
乳児院で里親と子供の対面

騨灘
，~ ，b

協会の率務所

２面'
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が
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
琵
琶
の

生
ま
れ
た
か
ら
、
そ
れ
が
当
然

だ
と
で
も
思
っ
て
い
た
ん
で
し

ょ
う
ね
」
と
、
子
ど
も
の
頃
を

☆
彼
岸
法
要
で
琵
琶
演
奏
し
の
間
、
時
を
忘
れ
た
。
願
成
寺
の
墓
地
に
は
、
一
の

あ
評
奔
抵
癖
評
濡
噸
郡
銅
毒
雌
説
燕
認
挿
読
傘
錨
津
据
癖
鍵
雪
》
》
》
》
》
婦
癖
国
嘩
》
端
窪

兵
庫
区
は
、
平
家
ゆ
か
り
の
寺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
と
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。

院
や
史
蹟
も
多
く
、
平
家
と
深
に
上
原
ま
り
さ
ん
の
琵
琶
の
演
ま
た
そ
の
横
に
は
、
通
盛
の

撫
諦
蕊
鯛
脇
鮮
蕊
蕊
癖
懲
灘
覗
戦
死
を
哀
し
ん
で
鳴
門
の
海
に

淫
継
禦
溌
締
綴
一
時
ク
な
企
画
の
意
義
を
語
職
Ｌ
隣
耀
獣
溌
謂

岸
法
要
で
上
原
ま
り
（
柴
田
旭
☆
涙
を
誘
う
通
盛
と
崎
鍔
蝿
唾
軸
霊
癖
唖
平
家
と

艶
）
さ
ん
が
筑
前
琵
琶
を
披
露
。
小
宰
相
局
の
エ
レ
ジ
ー

躍
評
識
鞍
議
論
蕊
灘
縮
懲
海
鰯
器
☆
一
嬬
鰐
鵬
瞭
鮪
生

融
璽
１
冠
雛
画
騨
曽
…
蕊
簾
謹

鞠
く
だ
そ
う
だ
。

132

上
原
ま
り
が
奏
で
る

●
兵
庫
界
隈
記
（
別
）

“
諸
行
無
常
〃
の
響
き

謬

り!;、

良

鴬．
｡

認鐘 鷺
鶴

願成寺彼岸法要で演奏す黒上原 り
母
親
（
二
代
目
柴
田
旭
堂
）
か

華
ら
正
式
に
琵
琶
を
習
っ
た
の
は

明
治
調
年
、
烏
原
に
貯
水
池

も
あ
り
ま
せ
ん
。
琵
琶
の
家
に

音
色
の
中
で
育
っ
た
と
い
う
。

改
め
た
。

た
り
、
嫌
だ
っ
た
こ
と
は
一
度

六
歳
の
時
で
あ
る
が
、
物
心
つ

い
た
頃
に
は
家
に
お
弟
子
さ
ん

現
在
の
地
に
移
転
し
た
。

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

坊
が
復
興
し
、
名
も
願
成
寺
と

称
し
、
場
所
も
烏
原
村
住
蓮
坂

に
あ
っ
た
。
そ
の
後
衰
退
し
て

い
た
も
の
を
法
然
の
弟
子
住
蓮

「
琵
琶
の
お
稽
古
が
つ
ら
か
つ

香り・番味一番
サックリうまい

といち

＊ ｰ の

察食漬

多憂妙電の豆参へヅツ

僻農
蕊有馬芳香堂
本社･工場兵庫区不沢通7丁目１番2号

ＴＥＬ(078)５７７－３５８１
直売店三宮支店、そごう店、垂水駅
ショッピングセンター、
大丸新長田店くジョガプラザ〉

『飴議蕊焼羅§ｊ錘』 ＯＲＩＧ１ＮＡＬ
Ｔ１ｐｌＢＩ ･7蝿蝶

竃575 . 8 8 6 8
宮3 3 2 - 3 5 0 0
孟認2 - 2 7 6 7
宜3 1 1 - “３９
盆39 1 - 3 7 2 0

タビ福
柳原店

念57 6 - 0 3 3 0
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明るい色と
まるやかな畷

振
り
か
え
る
。

そ
の
後
、
宝
塚
歌
劇
団
の
娘

役
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
し
て
活

躍
し
た
が
、
五
十
六
年
春
、
宝

塚
音
楽
学
校
時
代
を
含
め
て
十

五
年
間
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
生

活
に
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
終
止
符

を
打
っ
た
。
娘
役
だ
っ
た
だ
け

繊
蝉

願
い
は
一
層
強
か
っ
た
こ
と
は

窺
い
知
れ
る
。
「
退
団
し
た
後
、

お
嫁
の
口
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
（
笑
）
…
。
や
め
た
後
、

さ
あ
何
を
し
よ
う
と
い
う
事
に

な
り
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
琵

琶
の
音
色
が
好
き
だ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
」
と
、
筑
前
琵
琶
の

ひょうご
カレンダー

☆
豪
華
で
多
彩
な
シ
ョ
ー
を

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
が
開
催

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
秋
を
迎

え
て
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
を
企

画
し
て
い
る
の
が
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
（
代
表
者
ｌ
小
山
竜
太

朗
兵
庫
区
福
原
町
型
１
８
）

だ
。
小
山
さ
ん
は
現
在
フ
リ

ー
タ
レ
ン
ト
と
し
て
舞
台
、

映
画
、
テ
レ
ビ
と
多
忙
な
日

禽
だ
が
、
そ
の
傍
ら
ギ
フ
ト

』

道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
契
機

を
話
す
。

宝
塚
歌
劇
団
に
存
睦
諾
し
た
こ

と
も
、
琵
琶
は
〃
語
り
″
で
ド

ラ
マ
が
あ
る
か
ら
、
お
芝
居
を

や
っ
た
こ
と
が
今
と
っ
て
も
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

現
在
は
東
京
で
の
活
動
が
多

い
が
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
関

西
で
も
ど
ん
ど
ん
演
奏
の
機
会

を
増
や
し
た
い
と
い
う
か
ら
、

今
後
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
だ
。

☆
伝
統
文
化
を
大
切
に

ふ
る
さ
と

「
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
良
さ

と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
、

神
戸
へ
帰
っ
て
く
る
と
理
窟
抜

き
で
ホ
ッ
と
し
ま
す
ね
」
。
神

戸
を
離
れ
て
改
め
て
神
戸
の
良

さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
ま
た
神
戸
を
外
か
ら

＆
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
店
を
開

い
て
い
る
。
「
芸
能
の
世
界
も

楽
し
い
で
す
が
、
商
売
の
方

も
魅
力
で
す
ね
」
と
当
分
は

二
足
の
草
蛙
の
よ
う
だ
。

ｎ
月
記
日
に
は
生
田
神
社

会
館
で
毛
皮
。
ラ
ン
ジ
ェ
リ

ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と

岡
田
真
澄
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

を
開
催
。
毛
皮
や
車
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
る
と
い
う
か
ら

豪
華
だ
。
（
詳
し
く
は
妬
頁
）

§

蕊
小山竜太朗
５１雷□
Ｏ５ＡＫ
Ｏ７ＭＯ
３６ＡＹ

眺
め
る
こ
と
で
、
神
戸
の
長
所

や
短
所
も
見
え
て
く
る
。

「
神
戸
は
新
し
い
も
の
へ
も
の

へ
と
目
が
行
き
過
ぎ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る

良
き
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
る
は

ず
で
す
。
も
っ
と
大
切
に
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
を
抜
き
に
し
て
国
際
文
化
都

市
は
語
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
〃
旧
き
も

の
″
に
新
た
な
息
吹
を
加
え
る

こ
と
は
必
要
で
す
し
、
そ
れ
は

伝
統
文
化
に
関
わ
る
者
の
使
命

だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
上
原

ま
り
さ
ん
の
言
葉
は
、
歴
史
と

伝
統
の
町
・
兵
庫
に
課
せ
ら
れ

た
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

口
願
成
寺
Ⅱ
松
本
通
２
丁
目

官
５
１
１
１
２
７
８
８

国本店／神戸市兵庫区塚本通2 - 1 - ユ
雷０７８（5 7 5 ）３１２０（代）

■束店／神戸市兵庫区大開通２－１－２
麓0 7 8 （5 7 6 ）0 0 5 4 （代）

☆
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
か
ら
豪
華

な
岡
田
真
澄
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ー
（
ｎ
月
配
日
生
田
神
社
会

館
午
後
７
時
か
ら
）
に
．
ヘ
ア

３
組
を
ご
招
待
ノ
．

希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
カ
ッ
プ
ル
名
、

２
人
の
関
係
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
。
〒
剛
神
戸

市
中
央
区
江
戸
町
伽
コ
ミ
ニ
ー
ー
テ
ィ

サ
ト
ピ
ス
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
係
ｎ
月
釦

日
到
着
分
ま
で
有
効

岡田真澄

オリノト 本店

山の街店
名谷店

新鮮野栄とＷﾝをぺー ﾇ 』ユたら
どんなにjﾘl瓢､E霊まる勅vb信味の

マイル牌５部。

言ＤＯＴ八ＩＲＡ団1 1 ＤＮＡＬＩＮＩＥＲｌａ

慶 びの家具

謬謬
鍵瀞樹‘

Fとルウシっｿ陰ｽ』にJ6d)鈍起

蕊 北野商店１
１３３
１ 兵庫区中道通１丁目４－３１

丁Ｅ世(078)５７矛1181～３
ＴＥＬ( 0 7 8 ) 5 8 1 - 2 3 7 7
ＴＥＬ(078)791-7171～２

綴M齢
ふ
む
の
癖
堂
宥
画
か
一

回
製
品
。
さ
キ
埼
言
ま
な
鍬
覚

い
蝿
宋
し
み
く
声
寓
』
鬼
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林武「舞妓

雲

☆
自
然
へ
向
か
う
眼
相
世
紀

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
風
景
画
展

ｎ
月
３
日
（
祝
）
１
，
月
訂
日
（
日
）

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
一
般
８
０
０
円

大
高
生
６
０
０
円
中
小
生
３
０
０
円

畑
世
紀
の
風
景
画
に
ス
ポ
ッ

ト
が
当
て
ら
れ
た
日
本
で
初
め

て
の
展
覧
会
。
イ
ギ
リ
ス
の
タ

ー
ナ
ー
、
コ
ン
ス
タ
プ
ル
。
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
な
ど
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン
派
。
ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー

な
ど
バ
ル
ピ
ゾ
ン
派
、
モ
ネ
、

音
楽
生
活
加
年
を
迎
え
る
彼

の
記
念
す
べ
き
コ
ン
サ
ー
ト
で

も
あ
る
。

☆
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
亜

芦
屋

ｎ
月
調
日
（
月
）
６
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
４
，
０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

出
演
／
リ
ッ
チ
ー
・
コ
ー
ル
＆
ア
ル
ト
マ

ッ
ド
ネ
ス
、
マ
リ
ー
ン
＆
ウ
イ
ス
パ
ー

宮
本
直
介
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

久
し
ぶ
り
に
豪
華
な
顔
ぶ
れ

が
集
ま
っ
た
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン
サ

ご
常

ポール・セザンヌ「ベルヴュの野原Ｉ

湯井一葉

こ
れ
は
、
同
館
が
所
蔵
す
る

洋
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か

ら
、
一
般
に
親
し
ま
れ
て
い
る

梅
原
龍
三
郎
、
林
武
、
児
島

善
三
郎
ら
を
中
心
と
し
た
展
覧

と
な
る
。
黒
田
清
輝
か
ら
荻
須

高
徳
ま
で
代
表
的
な
妬
作
家
の

作
品
帥
点
に
接
す
る
こ
と
が
で

園
．
。
※

☆
世
界
最
古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
日
本
人
と
共
演

世
界
で
最
も
伝
統
の
あ
る
ラ

★
梅
原
・
林
・
児
島
ら
の

代
表
作
を
展
覧

、
月
鋤
日
（
日
）
Ｉ
哩
月
塑
日
（
日
）
西

宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
一
般
４
０
０
円

大
高
生
３
０
０
円
中
小
生
２
０
０
円

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
は

右
記
の
期
間
「
平
常
展
ｌ
日
本

の
近
代
洋
画
」
を
開
催
す
る
。

マリーン

霧輪雲
今認 、

謬審

クルト・マズーア

ピ
サ
ロ
な
ど
印
象
派
。
セ
ガ
ン

チ
ー
ニ
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
な

ど
イ
タ
リ
ア
派
。
そ
し
て
セ
ザ

ン
ヌ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
な
ど
後
期

印
象
派
、
ホ
ド
ラ
ー
な
ど
記
入

の
画
家
の
作
品
伽
余
点
が
集
め

ら
れ
た
⑲
世
紀
風
景
画
の
集
大

成
と
も
い
え
る
展
覧
会
と
い
え

よ
う
。

誌
津
垂
称
率
硫
諸
血
路
癖
霊
廟
唾
諾
し
嘩

名
、
年
齢
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
っ
子

「
風
景
画
」
係
ま
で
。
先
着
順
で
郵
送
。

サント･ ノーレのママと

3４
１

ウ
ス
管
弦
楽
団
が
指
揮
者
の
ク

ル
ト
・
マ
ズ
ー
ア
と
と
も
に
来

神
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ア
イ
ネ
・

ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
新
世
界
よ

り
」
、
さ
ら
に
、
日
本
音
楽
集
団

と
の
共
演
で
、
三
木
稔
作
曲
「
鳳

鳳
」
三
連
か
ら
「
急
の
曲
」
を

演
奏
す
る
。
「
急
の
曲
」
は
日
本

初
演
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
公

演
は
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
開
館
加

周
年
記
念
公
演
で
あ
る
。

☆
第
一
回
森
哲
也

デ
ィ
ナ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

ｎ
月
皿
日
（
月
）
６
時
ｌ
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
２
０
，
０
０
０
円

〃
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
〃
ト
ア
ロ

ー
ド
店
の
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り

で
フ
ァ
ン
の
多
い
森
哲
也
の
初

の
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
フ

ル
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー
と
魅
惑
的

な
ボ
ー
カ
ル
が
楽
し
め
る
。

艶

＝元
宝
塚
だ
け
に
歌
唱
力
も
抜

群
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
歌
い
方

は
早
く
も
円
熟
の
感
が
あ
る
。

る
豪
華
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
最

近
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
低

迷
気
味
だ
け
に
、
ジ
ャ
ズ
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
話
。

ゴ
キ
ゲ
ン
な
ス
テ
ー
ジ
の
展

開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

か
ず
よ

☆
湯
井
一
葉
シ
ャ
ン
ソ
ン

リ
サ
イ
タ
ル

ｎ
月
５
日
（
土
）
６
時
サ
ン
ヶ
イ
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円
（
自
由
席
）

昨
年
ｕ
月
に
も
、
同
じ
サ
ン

ケ
イ
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
き
、
満
員
の
聴
衆
を
集
め
た

湯
井
一
葉
。
毎
年
の
恒
例
に
な

り
そ
う
で
フ
ァ
ン
に
は
朗
報
だ

Ｉ
ト
が
芦
屋
で
開
か
れ
る
。
ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
の
人
気
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
、
リ
ッ
チ
・
コ
ー
ル
、
日

本
の
女
性
ジ
ャ
ズ
ヴ
ォ
ー
カ
ル

人
気
急
上
昇
の
マ
リ
ー
ン
、
そ

し
て
関
西
の
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
宮
本
直
介
（
ｂ
）
、
藤
井

貞
泰
（
ｐ
）
、
中
山
正
治
（
ｄ
Ｓ
）

ら
の
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
が
出
演
す
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★
コ
メ
デ
ィ
・
ド
・
フ
ウ
ゲ
ツ

「
ヴ
ォ
ル
ポ
ー
ネ
」
ペ
ン
ジ
ョ
ン
ソ
ン

作
銅
（
水
）
ｌ
諏
日
（
日
）
６
時
半

麹
日
は
２
時
・
６
時
半
の
２
回
当
日

２
８
０
０
円
前
売
２
５
０
０
円
水

割
又
は
コ
ー
ヒ
ー
付
風
月
堂
ホ
ー
ル

劇
団
神
戸
出
演

西
宮
に
居
を
お
き
、
東
京
、
大

阪
、
神
戸
な
ど
の
ホ
テ
ル
や
ク

ラ
ブ
で
の
ど
を
披
露
し
て
い
る

こ
の
ほ
ど
３
枚
目
の
Ｌ
Ｐ
「
私

の
人
生
」
を
発
売
し
た
だ
け
に

ノ
っ
た
舞
台
が
見
ら
れ
そ
う
だ

☆
愛
読
者
５
名
様
に
Ｌ
Ｐ
を
、
５
名
様
に

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
Ｌ
Ｐ
、
カ
セ
ッ
ト
を
明
記
の
う
え

神
戸
っ
子
「
湯
井
一
葉
」
係
ま
で
。
ｎ
月

加
日
〆
切
。演

。
．

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
粥
映
画
フ
ェ
ス
テ

園
音

楽

★
マ
リ
ン
バ
の
饗
宴

２
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
１
人
券
・
２
０
０
０
円
２
人

券
・
３
５
０
０
円

☆
神
戸
で
バ
ロ
ッ
ク
を
パ
ー
ト
２

小
林
道
夫
チ
ェ
ン
バ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

－
Ｊ
．
Ｓ
・
Ｓ
バ
ッ
ハ
の
三
大
名
曲
か
ら

８
日
（
火
）
７
時
神
戸
市
立
博
物
館

２
０
０
０
円

☆
兵
庫
県
芸
術
祭
「
踊
る
ひ
ょ
う
ご
昔

話
」
皿
日
（
日
）
狸
時
神
戸
国
際

会
館
３
０
０
０
円

☆
第
２
回
日
生
劇
場
オ
ペ
ラ
シ
リ
ー
ズ

「
夕
鶴
」

”
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
－
２
０
０
円

☆
神
戸
室
内
合
奏
団
定
期
演
奏
会

顕
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

☆
神
戸
で
バ
ロ
ッ
ク
を
パ
ー
ト
３

テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
ｌ
バ
ッ
ハ

と
そ
の
友
だ
ち
＋
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

調
日
（
火
）
７
時
神
戸
外
国
ク
ラ
ブ

２
０
０
０
円
（
他
に
パ
ー
テ
ィ
参
怖
撫
貢

１
０
０
０
画
Ｕ

☆
こ
う
べ
市
民
音
楽
祭
大
賞
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

イ
バ
ル

団
年
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
フ

ェ
ス
も
今
年
で
３
回
目
。
ｎ
月

配
日
か
ら
姐
月
２
日
の
加
日
間

に
わ
た
り
、
ビ
ッ
ク
映
劇
で
名

画
畑
本
を
上
映
す
る
。
ま
た
水

野
晴
郎
氏
、
淀
川
長
治
氏
が
期

間
中
に
来
館
し
、
講
演
す
る
の

も
大
き
な
楽
し
み
。

《
》
》
》
》
雫
》
需
跨
》
》
鍔
》
一
》

●
ｕ
月
調
、
型
日
「
郵
便
配
達
は
二
度
べ

半
１
２
時
半
水
野
哨
郎
氏
講
演

繍
赫
嘆
興
：

☆
市
民
映
画
劇
場
「
忍
冬
の
花
の
よ

量
謙
譲
韮
：
：
蝶
，

☆
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
と
音
楽
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
５
０
０
円

“
岬
蜘
釧
擢
準
嬬
物
繊
函
施
亜
恭
識
弛
》
》
跨
岬
儒
咋
搾
憎
砕
拙
班
吋
峠
碓
“

し
陵
。
、
雄
：

森
本
流
佑
京
会
日
本
舞
踊

廻
臼
（
土
）
狸
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円

☆
渡
バ
レ
エ
団
公
演

哩
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

レノ☆
松
山
バ
レ
エ
団
公
演
「
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
」

加
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
一
般
．
Ａ
４
５
０
０
円
Ｂ
３
８

０
０
円
会
員
。
Ａ
３
８
０
０
円
Ｂ

３
０
０
０
円

☆
藤
月
会
舞
踊
公
演

”
日
（
日
）
、
時
神
戸
国
際
会
館

３
０
０
０
円

★
愛
読
者
ｍ
名
様
を
御
招
待
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
っ
子
「
ジ
ゴ
ロ
」

係
ま
で
。
晦
日
締
切
。

唾
．
”

★
国
立
国
際
美
術
館

特
別
展
「
裸
体
画
・
剛
年
の
歩
み
」

、
／
７
１
⑫
／
４

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

●
ｕ
【
月
”
、
鎚
日
「
ク
レ
イ
マ
ー
・
ク
レ

イ
マ
ー
」
「
オ
ｉ
ル
・
ザ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ズ
」

●
ｕ
月
”
、
鋤
Ｈ
「
ラ
・
ブ
ー
ム
」
「
青

い
珊
瑚
礁
」

●
哩
月
１
，
２
日
「
未
知
と
の
遭
遇
」

「
遊
星
か
ら
の
物
体
Ｘ
」
※
１
日
１
時

半
１
２
時
半
淀
川
長
治
氏
講
演

前
売
９
０
０
円
（
全
日
共
通
）
当
日
１

２
０
０
円
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売

問
合
せ
面
３
３
１
１
４
０
９
０
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
畑
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

★
デ
ヴ
ィ
ド
・
ボ
ウ
ィ
ー
主
演

「
ジ
ャ
ス
ト
・
ア
・
ジ
ゴ
ロ
」

ｕ
月
”
日
（
火
）
①
皿
時
如
分
②
１
時
鋤

分
③
３
時
加
分
④
５
時
加
分
⑤
７
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
前
売
１
０
０
０
円

当
日
１
３
０
０
円

１
９
２
０
年
退
廃
と
悦
楽
の

都
・
ベ
ル
リ
ン
を
舞
台
に
、
当

デ
ィ
ー
タ
ー
・
ユ
ン
グ
展

、
／
、
ｌ
お

☆
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

幻
想
空
間
の
住
人
た
ち
、
／
４
１
妬

石
阪
春
生
川
口
精
六
江
口
ま
ひ
ろ

井
上
直
久

☆
兵
庫
県
陶
芸
館

加
藤
唐
九
郎
作
陶
展

、
／
酌
Ｉ
ｕ
／
銅

大
人
６
０
０
円
大
高
生
４
０
０
円

☆
住
吉
倶
楽
部

絵
本
作
家
・
毛
利
泰
房
の
「
石
の
ど
う

ぶ
つ
連
」
展
ｕ
／
副
１
幻

★
大
丸
美
術
画
廊

水
越
松
南
水
墨
展
皿
／
３
１
８

民
芸
巨
匠
三
人
展
ｕ
／
ｍ
ｌ
皿

河
井
寛
次
郎
浜
田
庄
司
バ
ー
ナ
ー

ド
・
リ
ー
チ

京
の
中
古
道
具
市
皿
／
Ⅳ
Ｉ
銅

ポ
ー
ラ
ン
ド
画
壇
の
鬼
才
Ｒ
・
ザ
ョ

ン
ッ
展
、
／
型
ｌ
釦

★
三
越
美
術
館

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
巨
匠
絵
画
展

萩
焼
名
陶
展
皿
／
１
１
理

フ
ラ
ン
ス
版
画
展
ｕ
／
噸
ｌ
即

菖
蒲
大
悦
展
ｕ
／
理
１
餅

現
代
作
家
香
合
展
ｕ
／
咽
ｌ
訂

☆
現
代
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

金
重
誤
郎
個
展
ｕ
／
１
１
ｍ

★
た
じ
ま
画
廊

井
坂
克
二
イ
ラ
ス
ト
展
ｕ
／
Ⅳ
１
浬

’
1３５
１

時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
流
行
歌
ハ

ジ
ャ
ス
ト
・
ァ
・
ジ
ゴ
ロ
Ｖ
を

も
と
に
、
時
代
の
中
に
は
か
な

く
消
え
て
い
っ
た
１
人
の
男
を

描
い
た
映
画
。
主
人
公
の
ジ
ゴ

ロ
は
デ
ヴ
イ
ッ
ド
・
ポ
ウ
イ
ーデヴィッド・ボウィー
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醸畠

織鍵鋳蕊霞霞

６
１
３
１
１

東
京
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
九
月
末
か
ら
連
夜
四
回
の
「
ワ
ー
グ

ナ
ー
」
三
回
目
ま
で
を
見
る
。
四
夜
に
ま
と
め
る
た
め
だ
い
ぶ
カ

ッ
ト
編
集
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
初
め
の
一
回
目
か
ら
ワ
ー

グ
ナ
ー
が
憎
く
っ
た
ら
し
く
て
困
っ
た
が
三
夜
あ
た
り
と
な
っ
て

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
こ
わ
い
ば
か
り
の
芸
術
欲
が
わ
か
り
か
け
て
き

た
。
今
夜
第
四
回
で
彼
は
死
ぬ
の
だ
か
ら
や
は
り
見
よ
う
。
こ
れ

が
毎
夜
十
一
時
四
○
分
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
に
ひ
っ
か
か
る
。
こ

れ
だ
け
の
俳
優
を
も
お
ら
し
た
大
作
を
あ
た
か
も
コ
ッ
ソ
リ
な
い

し
ょ
で
放
送
し
て
い
る
か
の
ど
と
き
、
こ
の
夜
の
十
一
時
四
○
分

か
ら
と
い
う
え
ん
り
ょ
振
り
が
悲
し
い
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
ト

●
⑨

ン
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
リ
ズ
と
一
一
回
も
結
婚
し
離
婚
し
た
傷
の
お
も

み
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
女
性
を
め
ぐ
る
私
生
活
と
か
さ
な
っ
て
面
白

か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
実
に
豪
華
な
作
品
だ
っ
た
。
ヴ
ィ
ス
コ

ン
テ
ィ
の
「
ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ
。
神
々
の
黄
昏
」
（
一
九
七
三
）
の

ト
レ
ヴ
ァ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
も
み
る
か
ら
に
い
や
ら

し
い
男
で
あ
っ
た
が
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
は
こ
の
よ
う
に
〃
好
か
ん

男
″
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

×

「
神
戸
っ
子
」
に
映
画
紹
介
を
し
て
い
る
と
〃
あ
ん
た
の
紹
介

し
や
は
る
映
画
ち
っ
と
も
神
戸
で
や
ら
し
ま
へ
ん
″
と
お
っ
し
ゃ

る
声
も
あ
る
。
ち
っ
と
も
、
と
は
お
お
げ
さ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
ん

ど
東
京
で
十
一
月
初
め
に
出
る
ゴ
ダ
ー
ル
の
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
も

神
戸
で
は
あ
ぶ
な
い
か
。
こ
れ
は
神
戸
を
馬
鹿
に
し
た
の
で
は
な

く
世
界
中
が
し
だ
い
に
映
画
館
を
二
種
三
種
と
区
別
し
は
じ
め
一

般
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
映
画
館
、
そ
れ
と
小
劇
場
向
き
の
映
画
の
映

画
館
、
こ
れ
は
も
う
東
京
で
は
始
っ
て
い
て
八
○
○
人
劇
場
、
五

○
○
人
劇
場
、
二
○
○
人
劇
場
と
い
う
の
が
ふ
え
て
き
た
。
そ
れ

に
デ
パ
ー
ト
な
ど
も
こ
れ
に
参
加
し
て
郊
外
の
デ
パ
ー
ト
が
四
階

に
小
映
画
館
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
種
を
設
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ゴ
ダ
ー
ル
の
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
も
六
本
木
に
新
し
く
生
れ
る
シ

ネ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
○
国
画
く
弓
捧
屋
弓
（
一
九
四
席
）
で
封
切
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
は
西
武
百
貨
店
の
小
映
画
館
進
出
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

×

;:綴撫識

I q D ふらっしゅ●ばつ< ⑧
蕊＃

｢神戸っ子｣の
私の映画の部屋

瀞

蕊Ｉ 麺
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Ｒ

繋畿

灘
蕊

秒
い
￥
》
鞍

そ
れ
で
ま
た
神
戸
で
い
つ
封
切
る
か
わ
か
ら
ぬ
映
画
を
紹
介
す

る
の
も
気
が
ひ
け
る
が
、
こ
ん
ど
出
る
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
ジ
ャ

ン
ー
リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
の
新
作
（
一
九
八
二
）
だ
か
ら
や
っ

ぱ
り
御
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ゴ
ダ
ー
ル
は
こ
の
あ
と
今
年
も
う

一
本
「
名
前
は
カ
ル
メ
ン
」
と
い
う
の
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
監
督
が
だ
い
た
い
年
一
本
と
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国

が
や
は
り
え
ら
い
と
思
う
。

×

と
い
っ
て
私
は
実
は
ゴ
ダ
ー
ル
が
好
き
で
は
な
い
。
こ
の
監
督

は
そ
の
長
篇
第
一
作
「
勝
手
に
し
や
が
れ
」
（
一
九
五
九
）
で
映

欝
哩画

文
法
を
め
ち
や
く
ち
や
に
叩
き
つ
ぶ
し
た
犯
人
で
あ
る
。
こ
の

映
画
が
出
て
か
ら
大
学
生
た
ち
が
ゴ
ダ
ー
ル
・
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね

て
実
に
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
ア
マ
。
ピ
ク
チ
ュ
ア
を
と
り
だ
し
た
時

代
が
あ
っ
た
。
し
か
し
ゴ
ダ
ー
ル
は
映
画
の
作
り
方
は
八
方
破
れ

み
た
い
な
無
茶
を
す
る
が
シ
ン
は
し
っ
か
と
掴
ん
で
そ
れ
が
ま
た

き
び
し
い
か
ら
今
日
ま
で
ず
っ
と
受
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
女
と
男
の
い
る
舗
道
」
（
一
九
六
二
）
は
見
事
な
る
明
治
文

学
的
女
性
像
で
あ
り
「
軽
蔑
」
（
一
九
六
三
）
は
フ
ァ
ー
ス
ト
・

シ
ー
ン
か
ら
映
画
シ
ナ
リ
オ
・
ラ
イ
タ
ー
が
妻
に
ま
で
馬
鹿
に
さ

れ
た
姿
が
悲
惨
で
あ
っ
た
。
巧
い
／
し
か
し
そ
の
描
き
か
た
が

蕊
識

:識鱗::＃

鍵

ｒ
喜
叩
性

愚‘

篭
…

｢ パッション」より

１
１３７
１

《

×

「
●
ハ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
ひ
と
く
ち
で
申

す
と
フ
ェ
リ
ー
一
一
の
「
畦
」
と
ト
リ
ュ

フ
ォ
ー
の
「
ア
メ
リ
カ
の
夜
」
の
カ
ク

テ
ル
で
あ
る
。

世
界
古
典
名
画
を
テ
レ
ビ
再
現
し
よ

う
と
す
る
ス
タ
ジ
オ
内
の
監
督
と
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
そ
の
監
督
を
と
り
ま
く

出
演
者
た
ち
と
こ
れ
に
併
行
し
て
工
場

の
な
に
や
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
の
ご
と
き
ふ

ん
い
き
を
入
れ
ま
ぜ
た
名
作
で
あ
る
。

見
方
し
だ
い
で
こ
れ
を
ま
ち
が
い
も
な

き
迷
作
と
断
じ
て
嘘
っ
て
怒
る
人
も
出

る
か
と
思
う
ほ
ど
の
作
り
方
だ
が
、
ま

ち
が
い
も
な
き
見
事
な
る
ゴ
ダ
ー
ル
の
や
っ
ぱ
り
名
作
で
あ
る
。

ス
タ
ジ
オ
内
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
名
画
（
夜
警
）
や
ゴ
ヤ
の
名

画
（
裸
の
マ
ｃ
そ
の
他
か
づ
か
づ
の
名
画
を
エ
キ
ス
ト
ラ
と
衣

裳
と
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
イ
ト
と
そ
し
て
そ
れ
を
狙
う
キ
ャ
メ

ラ
、
見
て
い
る
と
ゴ
ダ
ー
ル
が
昔
に
生
れ
て
い
た
な
ら
ば
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
に
負
け
ぬ
画
家
と
な
っ
て
い
た
か
と
ま
で
思
わ
せ
、
し
か

し
そ
の
監
督
と
女
た
ち
の
人
生
ス
ケ
ッ
チ
が
愛
の
傷
あ
と
を
見
る

思
い
で
胸
を
刺
す
。
こ
の
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
や
っ
ぱ
り
神
戸
で
も

見
て
も
ら
い
た
い
な
あ
。

鵜;蕊 シ
ャ
ー
プ
す
ぎ
て
理
解
の
線
を
こ
え
て
し
ま
う
。

×

さ
て
そ
の
ゴ
ダ
ー
ル
の
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
見
て
い
る
と
映
画

の
泉
鏡
花
だ
。
鏡
花
が
あ
の
文
体
を
固
持
し
た
よ
う
に
ゴ
ダ
ー
ル

も
ゴ
ダ
ー
ル
文
体
を
い
さ
さ
か
も
変
え
な
い
。
そ
れ
で
も
鏡
花
は

美
し
く
流
す
、
ゴ
ダ
ー
ル
は
ぜ
つ
た
い
流
さ
な
い
。
ポ
キ
リ
ポ
キ

リ
文
体
を
折
り
曲
げ
る
よ
う
に
綴
っ
て
ゆ
く
、
だ
か
ら
わ
か
り
に

く
い
。
文
章
で
申
す
な
ら
読
み
ず
ら
い
。
そ
れ
な
の
に
…
…
見
て

い
る
う
ち
に
ゴ
ダ
ー
ル
芸
術
に
呑
み
こ
ま
れ
、
見
た
あ
と
ゴ
ダ
ー

ル
に
酔
っ
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。

唱弔弔弔面産’昭Ｊ

識霧§蕊蕊灘

蔑

胤灘蕊Ｉ
領
｝
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●
古
陶
器
の
逸
品
で
味
わ
う
季
節
の
風
味
…賃費山瞬給久

神戸市東灘区本山北町３－１１本山市場東（阪急岡本・国鉄摂津本山各駅から徒歩３分
電話〈0 7 8 ）4 5 2 - 2 9 0 5 午後５時- 1 0 時月曜体

｜山形や裕久コレクション・1３

※コース（皮、ズリ、きも、ねぎ身、
ミンチ、野菜２種類）の他に、旬の味
として、うずら、すずめ、鴨ネギなど
の野鳥料理、鹿刺し・馬刺しが美味し
い季節となりました。‘店主、

心い司のがるⅢ鹿う刺
配う雄茶巧のに刺ず．し稀
りの術椀み: ま鴨しらなの
ががの､ : 二､ ５．､ どあ
臆1 1 1 料印捕尺れ賜鴨秋る
し形叩判か話で刺ネの1 1 , ・
いさを菊れ‘j ･ いしキ味附
I 『l i ん､ 脚でのるばばを器
での雌のい慨、、楽を
あ'『'１‘；j踊るノノご伊仙Ｌ賞
る，Y j 号のＩＩＩＫｉミノノノノめで

器が仙花人Ｉl いI （るな
ｌＩ１ｉでｌＩｉＩ二鳥の|ﾘllljlのが
を味のは側1 1 1 論梢ばら
訪わ｜：、の形吹l 旨i 」、、
れ・』Ｉこ背火さ鴫判こ野
るて置磁Ⅲん〃柳こ鳥
人いか印がに火山や
へたれ判き手兎鼓形鹿
のだて九じに似l にや刺
細くい紋としの鶏裕し
かＬる兎花て八脚久、
なと』凶芥い寸皿。‘馬

､
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ム
主
催
に
よ
る
〃
モ
ロ
ッ
コ
友

好
の
夕
べ
〃
が
開
か
れ
た
。
こ

れ
は
、
神
戸
と
モ
ロ
ッ
コ
と
の

交
流
促
進
を
願
い
、
友
情
を
誓

139

現
代
童
画
会
会
友
の
島
本
直

子
さ
ん
の
展
覧
会
が
９
月
Ⅳ
日

１
ｍ
月
晦
日
ま
で
北
野
坂
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
神
戸
時
代
で
開
か
れ

た
。
中
日
の
皿
月
１
日
に
行
な

わ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
に
は
、
評
論

☆
栗
原
小
巻
さ
ん
と
過
し
た

ラ
イ
ン
の
館
、
秋
の
夜
会

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
の
加
周
年

記
念
に
一
日
館
長
で
来
神
し
た

栗
原
小
巻
さ
ん
を
囲
ん
で
、
９

月
訓
日
の
夜
、
ラ
イ
ン
の
館
で

〃
さ
ん
ち
か
・
タ
ウ
ン
″
が
秋

の
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
た
。
女
っ

ぽ
さ
を
漂
よ
わ
せ
る
栗
原
さ
ん

と
地
元
の
小
倉
啓
子
さ
ん
（
劇

ギ
タ
リ
ス
ト
弘
井
俊
雄
・
原
公

一
郎
さ
ん
の
演
奏
や
、
た
か
は

し
も
う
さ
ん
が
栗
原
さ
ん
の
似

顔
絵
を
書
い
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
タ
イ
ム
と
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
長
島
隆
、
森
本
泰
好
、
新

谷
扉
紀
夫
妻
、
伊
藤
ル
ミ
、
北

嶋
文
化
ホ
ー
ル
館
長
な
ど
文
化

人
も
加
っ
て
優
雅
な
ひ
と
と
き

だ
っ
た
。

☆
モ
ロ
ッ
コ
ー
日
本
Ｉ
神
戸
を

つ
な
ぐ
会
を
発
足
し
よ
う
ノ
．

９
月
理
日
、
神
戸
国
際
会
議

場
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
於

て
、
神
戸
輸
入
促
進
フ
ォ
ー
ラ

一一患斗

瀞 ☆
神
戸
の
集
い
か
ら

蕊

｜●小泉パーティご案内！
！………一…一一一一…･ …………ｉ
ｌ●小泉パーティは
|結婚を希望する男女にお見合や愛好会；
Ｉによって健全なご交際のお手伝いをいＩ
i たします。身元の確かなことは良縁の：
! 第一条件です。身元の確かな方々の会ｉ
ｉ員制の集いです。
1．入会金10,000円・年会費10,000円！
ｉ神戸マリッジヘ（無料）
Ｉ楽しいご婚礼のお買物をご予算に応じてプランｉ
Ｉニングし、神戸の一流の専門店をご紹介いたしま
'す。
i＜漉賛店＞
Ｉ家具の江戸屋・宝石のタジマ・ふとんのつゆき，
ｉ紳士服のニッケショールーム・和装のみよしや：
Ｉ旅行の日本旅行・他各種の専門店
Ｉ小泉パー ﾃ ｨのご案内.入会書類ご希望の方はｉ
I 事務局〒6 5 0 中央区江戸町1 0 0 高砂ビル５１０：
i コミュニティサーーピス内冨3 9 2 - 0 2 0 O 小泉正巳Ｉ

■歩鮭暑

ウ
ヨク

栗原小巻さんを囲んで
クシクや談女と戸団
・ツラ、義優の ｰ 神

に
は
、
評
論

家
の
赤
根

極
和
生
さ
ん

調
朝
日
放
送

郡
の
高
田
五

鉾
三
郎
さ
ん

宅
画
家
の
奥

に
田
善
己
さ

、ノ
ん
、
木
下

佳
通
代
さ
ん
、
山
田
真
紀
子
さ

ん
な
ど
約
帥
名
の
方
々
が
集
ま

り
、
華
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
に
な

っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
の
途
中
、
島

本
さ
ん
と
獣
医
の
柏
村
勝
弘
さ

ん
と
の
婚
約
発
表
と
い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
、
お
開
き
の

後
、
熱
い
お
二
人
を
囲
ん
だ
歓

談
の
輪
は
二
次
会
へ
と
流
れ
て

い
っ
た
。

力
を
秘
め
た
モ
ロ
ッ
コ
を
存
分

に
語
る
な
ど
、
そ
の
他
数
々
の

モ
ロ
ッ
コ
に
ち
な
ん
だ
催
し
が

披
露
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
画

家
の
西
村
功
さ
ん
、
神
戸
大
学

名
誉
教
授
藤
井
茂
さ
ん
、
大
阪

工
業
大
学
教
授
小
林
信
次
郎
さ

ん
な
ど
の
顔
も
あ
り
、
い
か
に

も
神
戸
ら
し
い
異
国
の
匂
い
の

す
る
和
や
か
な
会
と
な
っ
た
。

☆
君
本
昌
久
Ｖ
Ｓ
上
野
賀
山

「
詩
と
書
の
対
決
展
」
開
催

芸
術
の
季
節
の
幕
あ
け
を
告

げ
る
皿
月
１
日
、
詩
人
の
君
本

昌
久
さ
ん
と
書
道
家
、
上
野
賀

山
さ
ん
の
対
決
展
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
中
山
手

の
コ
ロ
ー
ー
ア
・
コ
パ
カ
バ
ー
ナ

で
開
か
れ
た
。

君
本
さ
ん
は
「
詩
と
は
本
来

う
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
読
さ

れ
生
命
を
与
え
ら
れ
る
も
の
。

友好宣言をするモハメッドさん友
知が勝の洋もしい情
の、さ中画のあ激を
魅末ん西家 ･ う励誓

詩
人
、
書

極
道
家
な
ど

韮
の
関
係
者

雲
で
溢
れ
、

誕
詩
の
朗
読

率
が
始
ま
る

と
一
段
と

と
こ
ろ
が
、
活
字
に
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
言
葉
は
閉
じ
こ
め

ら
れ
、
肉
声
を
失
っ
て
し
ま
う

そ
こ
で
、
詩
が
活
字
を
離
れ
た

時
、
「
害
」
の
上
で
ど
う
表
現

さ
れ
る
か
、
い
わ
ば
詩
と
書
の

流
儀
の
対
決
な
ん
で
す
」
と
語

っ
た
。
連
作
詩
「
デ
ッ
サ
ン
」

な
ど
異
色
作
品
が
飾
ら
れ
た
店

内
は
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た

異
色
味
豊
か
な
詩
的
空
間
と
な

っ
た
。

☆
島
本
直
子
作
品
展
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
に
集
う
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生
き
る
こ
と
は

愛
に
目
覚
め
る
こ
と

人
を
愛
し

世
を
愛
し

万
物
を
愛
し

二
度
と
な
い
人
生
を

愛
の
心
で
包
ん
で
ゆ
こ
う

生
き
る
こ
と
は

光
を
見
出
す
こ
と

と
の
世
は
決
し
て
闇
で
は
な
く

必
ず
光
が
射
し
て
く
る

そ
の
こ
と
を
信
じ

勇
気
を
出
し
て
ゆ
こ
う

硯
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

卸
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
国
際
会
館

内
二
五
一
’
八
一
六
一
内
三
一
六

本
運
動
の
賛
同
者
宗
教
詩
人
の
坂
村
真

民
さ
ん
の
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

運
動
あ
り
が
と
う

誕
生
日

生
き
る
こ
と
は

有
り
難
い
こ
と

生
か
さ
れ
て
生
き
る

不
思
議
を
知
り

す
べ
て
に
感
謝
し

手
を
合
わ
せ
て
ゆ
こ
う

「
詩
国
」
九
月
号
よ
り

生
き
る
こ
と
は
坂
村
真
民

生
き
る
こ
と
は

神
仏
の
使
命
を
果
す
こ
と

生
ま
れ
て
き
た
者
に
は

必
ず
何
か
の
使
命
が
あ
る

そ
れ
を
見
出
し
て

為
し
遂
げ
よ
う

生
き
る
こ
と
は

自
分
の
花
を
咲
か
せ
る
と
と

風
雪
に
湛
え

寒
暑
に
湛
え

だ
れ
の
も
の
で
も
な
い

自
分
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

１
１４６
１

『

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

一q 孟凶一宮

☆
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
市
の
核
と
し
て
の
機
能
が
期
待

ヨ新鯨完成予想図

上
島
達
司
社
長
、
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
福
田
繁
雄
氏
が
担

当
す
る
。

☆
留
学
生
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
団

体
『
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
』
誕
生

自
国
の
発
展
に
尽
す
た
め
、

日
本
で
最
新
の
学
問
を
学
ぼ
う

と
青
雲
の
志
を
抱
い
て
神
戸
へ

灘
KI C S 恵生を喜ぶ

や
っ
て
く

る
留
学
生

耀
雲
露
織
雲
耀
識

鱈
曝
識
蕊
湘
識
蕊

兼
ね
て
よ
り
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
総
合
テ
ー
マ
は
八
○
○
○
口
畢
吟
癌
雄
飛
麺
錨
雫
娼
認
、
如

淵
悪
騎
鵬
蕊
螺
噌
一
コ
項
嶋
謂
駅
垂
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
・
ミ
。

離
欝
灘
罷
の
錘
満
麓
噸
騨
騨
謹
渦
鯉
離
洲
沸
釧

蕊
霊
蕊
霊
蓬
蝿
鐘
蝿

燕
蝋
耀
懲
戦
蕊
聯

て
お
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
日
、
神
戸
国
際
会
議
場
に
於

鵬
本
連
動
の
賛
同
者
宗
教
詩
人
の
坂
村
真

民
さ
ん
の
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

生
き
る
こ
と
は
坂
村
真
民

生
き
る
こ
と
は

自
分
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

風
雪
に
堪
え

寒
暑
に
堪
え

だ
れ
の
も
の
で
も
な
い

自
分
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

生
き
る
こ
と
は

神
仏
の
使
命
を
果
す
こ
と

生
ま
れ
て
き
た
者
に
は

必
ず
何
か
の
使
命
が
あ
る

そ
れ
を
見
出
し
て

為
し
遂
げ
よ
う

生
き
る
こ
と
は

光
巻
見
出
す
こ
と

と
の
世
は
決
し
て
間
で
は
な
く

必
ず
光
が
射
し
て
く
る

そ
の
こ
と
を
信
じ

勇
気
を
出
し
て
ゆ
こ
う

生
き
る
こ
と
は

愛
に
目
覚
め
る
こ
と

人
を
愛
し

髄
を
愛
し

万
物
を
愛
し

気
度
と
な
い
人
生
を

愛
の
心
で
包
ん
で
ゆ
こ
う

生
き
る
こ
と
は

有
り
難
い
こ
と

生
か
さ
れ
て
生
き
る

不
思
議
を
知
り

す
べ
て
に
感
謝
し

手
を
合
わ
せ
て
ゆ
こ
う

「
詩
国
」
九
月
号
よ
り

艇
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

剛
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
国
際
会
館

内
二
五
一
’
八
一
六
一
内
三
一
六
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民
会
館
大
ホ
ー
ル
。
ｕ
月
５
日

（
土
）
午
後
１
時
開
演
。

口
天
音
山
道
成
寺
絵
と
き
説
法
／
沖
純
舞

踊
執
必
錨
入
／
索
謡
道
成
寺
／
長
唄

娘
道
成
寺
／
大
和
楽
鐘
／
舗
曲
新
娘

道
成
寺
、
お
問
い
合
わ
せ
明
石
古
典
芸
能

の
会
事
務
局
９
１
１
１
９
５
１
３

☆
女
性
を
対
象
に
し
た
「
レ
デ

ィ
ス
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

さ
る
９
月
８
日
、
神
戸
国
際

会
議
場
で
毎
日
新
聞
社
主
催
の

「
レ
デ
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
今
年
が

〃
世
界
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

年
″
に
あ
た
る
た
め
設
け
ら
れ

た
も
の
。
作
家
の
村
松
友
視
さ

ん
を
始
め
、
「
日
本
と
美
容
」
を

テ
ー
マ
に
渉
井
泰
彦
神
大
医
学

☆
栗
原
小
巻
さ
ん
が
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
の
一
日
館
長

加
月
で
、
周
年
を
迎
え
た
文

化
ホ
ー
ル
。
同
ホ
ー
ル
に
如
月

１
日
、
女
優
の
栗
原
小
巻
さ
ん

が
一
日
館
長
と
し
て
来
館
、
加

周
年
に
花
を
添
え
た
。
館
員
が

ズ
ラ
リ
並
ん
だ
前
で
栗
原
〃
館

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ
ウ
ベ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
セ
ミ

ナ
ー
」
（
神
戸
市
・
神
戸
市
商

工
会
議
所
・
神
戸
新
聞
社
主

催
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
」

を
提
言
す
る
神
戸
を
舞
台
に
、

限
り
な
き
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化

に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
。
陳
舜

臣
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
が
行

な
わ
れ
た
あ
と
、
講
師
に
神
戸

素
晴
し
い
劇
場
だ
と
演
劇
人
は

思
っ
て
い
ま
す
。

永
定
正
さ
ん
、
Ｋ
Ｆ
Ａ
理
事
長

川
上
勉
さ
ん
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
水

野
正
夫
さ
ん
、
神
戸
市
助
役
宮

岡
寿
雄
さ
ん
を
迎
え
て
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
神
戸

を
本
物
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

に
導
く
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

-1瀞

性
に
は
見
逃
せ
な
い
話
が
続
い

画
の
筆
運
び
は
一
段
と
味
わ
い

が
。
い
つ
も
、
や
さ
し
い
夫
人

の
南
和
恵
さ
ん
が
傍
ら
の
清
々

し
い
ご
夫
妻
で
も
あ
る
。

☆
明
石
古
典
芸
能
の
会

明
石
古
典
芸
能
の
会
も
回
を

重
ね
第
９
回
。
能
楽
と
舞
を
柱

に
、
古
典
芸
能
を
幅
広
く
紹
介

し
愛
好
者
も
多
い
。

鍵
鐸
灘

鼠
驚

陳舜臣氏
画I 逢授大
家ざ伊学
元ん賀教

栗原小巻さん
では弓長
一日こ〃
番本こは

い
た
と
い
う
テ
ー
ブ
ル
２
点
が

力
作
。
「
加
枚
焼
い
て
１
枚
し

か
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
趣
味

で
す
ナ
ァ
こ
れ
は
。
忍
耐
と
体

力
、
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
あ
、
ぼ
く
は
茶
椀
屋
で
す
。

日
常
に
使
っ
て
い
た
だ
く
も
の

を
主
体
に
焼
い
て
行
き
た
い
」

と
、
あ
く
ま
で
謙
虚
。
い
か
に

も
舞
子
焼
ら
し
い
松
と
松
ぼ
っ

く
り
の
花
び
ん
や
、
南
画
／
俳

い
い
劇
場
に
甘
え
る
こ
と
な
く

一
層
の
精
進
を
し
て
下
さ
い
」

と
小
巻
ス
マ
イ
ル
を
ふ
り
ま
き

な
が
ら
激
励
し
た
。
ホ
ー
ル
内

視
察
後
の
記
者
会
見
で
は
「
こ

ん
な
大
役
を
引
き
受
け
恥
ず
か

し
い
ば
か
り
で
す
。
で
も
こ
こ

の
舞
台
に
は
７
回
も
立
た
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、
せ
め
て

も
の
御
恩
返
し
の
つ
も
り
」
と

胸
の
内
を
披
露
、
大
役
を
無
事

果
た
し
ホ
ッ
と
し
た
面
持
ち
だ

っ
た
。

★
遊
び
心
で

舞
子
焼
の
テ
ー
ブ
ル

大
正
辿
年
に
廃
絶
し
た
舞
子

焼
を
再
興
し
て
ｕ
年
。

そ
ご
う
美
術
画
廊
で
、
９
月

２
日
１
７
日
、
第
２
回
の
舞
子

す
え
ひ
ろ

焼
・
末
汎
窯
の
陶
展
を
、
快
調

の
南
汎
氏
が
開
い
た
。

今
回
は
、
遊
び
の
精
神
で
焼

鵜?

蕊

図
書

ガ
イ
ド

南汎氏

準

穿
鎮
兼
慰

睡
に
、
道
成
寺
シ

霊
リ
ー
ズ
が
数
々

銅
披
露
さ
れ
る
。

松
場
所
は
明
石
市

蕊

１
１４７
１

蝉
懸

菊
の
も
と
に
妬
年
間
師
鞭
し
た
著
者
の

揮
身
の
力
を
打
ち
込
ん
だ
近
品
集
。
戦

争
体
験
を
通
し
て
実
悉
こ
と
の
な
か
っ

た
淡
い
恋
愛
を
綴
っ
た
表
題
作
「
え
に

し
あ
ら
ぱ
」
ほ
か
、
４
局
を
収
録
。
創

作
活
動
は
欠
け
が
え
の
な
い
自
己
存
在

証
明
で
あ
る
と
同
時
に
普
遍
的
な
ド
キ

ハ
近
代
文
蕊
社
刊
１
５
０
０
円
Ｖ

鍵
縫
議

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
戦
争
の
悲

惨
を
伝
え
る
こ
と
こ
そ
真
の
平
和
迎
動

と
い
え
よ
う
。
本
書
は
空
襲
体
験
娼
木

を
収
録
、
切
々
た
る
庶
民
の
生
の
声
が

読
む
者
の
心
を
熱
く
し
て
や
ま
な
い
。

「
戦
争
の
騒
大
の
礎
者
は
民
衆
で
あ

る
」
と
の
発
刊
の
辞
が
本
書
の
輪
郭
を

は
っ
き
り
表
わ
し
て
い
る
。
戦
争
の
無

残
を
風
化
し
、
知
ら
ん
ぷ
り
す
る
こ
と

八
第
三
文
明
社
１
２
．
０
０
円
Ｖ

戦
争
の
中
の
子
ど
も
た
ち

奥
村
久
美
子
署

今
の
子
供
た
ち
に
は
、
戦
争
を
知
る

よ
し
も
な
い
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
に
著

者
は
、
こ
の
本
に
よ
っ
て
一
成
の
頃
に

戻
っ
た
自
分
の
記
憶
の
中
で
〃
戦
争
″

を
語
っ
て
い
る
。
戦
争
を
通
じ
て
、
人

間
の
〃
生
〃
を
、
現
代
の
子
供
た
ち
に

理
解
さ
せ
て
く
れ
る
本
書
は
、
親
か
ら

子
へ
の
教
育
書
と
い
え
る
。

『
鍛
錬
議
一

ん
部
教
授

窪
が
壇
上

唾
に
立
つ

村
な
ど
女
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謡
霊鰯

た
。
さ
ら
に
浜
村
淳
さ
ん
、
三

浦
雄
一
郎
さ
ん
、
浜
美
枝
さ
ん

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
女
と
家
族
」

も
大
い
に
興
味
を
ひ
く
な
ど
、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

☆
晴
れ
の
門
出
に
「
こ
も
樽
」

の
鏡
開
き
で
乾
杯
／

結
婚
披
露
宴
で
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ケ
ー
キ
に
ナ
イ
フ
を
入
れ
る

開
き
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
い
か

が
？〃

灘
の
生
一
本
″
で
知
ら
れ
る

灘
五
郷
酒
造
組
合
で
は
、
来
年

２
日
露
か
ら
４
月
、
ま
で
の
３
力
篇
月

間
に
結
婚
式
を
あ
げ
る
伽
組
の

軸
鐸
室

る
。
主
な
行
事
を
拾
っ
て
見
神
戸
で
は
来
年
十
一
月
、
一

都
市
イ
ベ
ン
ト
の
意
義
る
と
「
大
阪
城
博
覧
会
」
神
戸
商
工
会
議
所
石
野
信
一
一

い
ま
、
大
阪
で
は
大
阪
城
「
四
百
年
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
会
頭
の
提
案
に
よ
る
「
神
戸
一

築
城
四
百
年
祭
の
諸
行
事
が
。
ハ
レ
ー
ド
」
「
世
界
帆
船
ま
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ー

華
ぱ
な
し
く
展
開
さ
れ
て
い
つ
り
」
「
中
国
秦
・
兵
馬
桶
エ
ア
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
一

る
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
一
方
展
」
「
国
際
デ
ザ
イ
ン
。
フ
が
発
表
さ
れ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ー

で
は
、
大
阪
虹
世
紀
協
会
が
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
「
大
ス
ペ
ヨ
ン
都
市
神
戸
の
面
目
を
か
一

後
援
、
協
賛
す
る
と
い
う
形
ｌ
ス
シ
ャ
ト
ル
展
」
「
国
際
け
て
の
大
フ
ェ
ア
で
あ
る
。
一

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
の
結
束
と
盛
一

そ
し
て
、
「
創
世
紀
に
む
バ
ル
」
な
ど
ス
ケ
ー
ル
の
大
り
上
り
を
期
待
し
た
い
。
一

か
っ
て
、
大
阪
は
何
を
っ
た
き
い
、
パ
ワ
フ
ル
な
行
事
が
八
Ｙ
Ｖ
－

‐
１
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
！
‐
…
‐
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｉ
ｉ
ｉ
！
‐
！
…
ｉ
Ｉ
！
‐
ｉ
１
，
…
Ｉ
ｉ

花時計

鱗

/≦)ａ
”
代
り
に
、

壷
２
人
で
木

蝿
槌
を
握
り

一
」
豪
快
な
鏡

カ
ッ
プ
ル
に
晴
れ
の
門
出
を
祝

っ
て
、
こ
も
樽
一
斗
（
岨
２
）

木
槌
、
竹
杓
、
木
升
卵
個
が
ワ

ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
灘
の
こ

も
樽
セ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

口
申
し
込
み
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
に
①
結

婚
式
を
あ
げ
る
２
人
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
②
挙
式
日
、
式

場
（
住
所
・
電
話
番
号
）
③
応
募
有
名
を

明
記
の
上
、
哩
月
晦
日
ま
で
に
左
記
へ

口
神
戸
中
央
郵
便
局
私
書
箱
第
１
０
２
８

号
灘
五
郷
酒
造
組
合
「
鏡
開
き
係
」

宮
８
４
１
１
１
１
０
１
（
青
木
ま
で
）

☆
大
阪
別
世
紀
計
画
協
賛

阪
神
リ
ビ
ン
グ
の
婚
礼
家
具

関
西
初
の
本
格
的
な
婚
礼
家

具
専
門
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
持
つ

阪
神
甲
子
園
球
場
前
の
阪
神
リ

ビ
ン
グ
は
、
こ
の
度
、
家
具
業

界
で
初
め
て
大
阪
創
世
紀
計
画

（
大
阪
築
城
畑
年
ま
つ
り
）
協

え
る
か
、
大
阪
は
何
を
変
え

名
か
、
大
阪
は
何
を
つ
く
る

か
、
大
阪
の
何
を
た
の
し
む

か
、
そ
し
て
、
大
阪
の
何
を

誇
る
の
か
」
と
い
う
５
つ
の

モ
ッ
ト
ー
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
主
な
行
事
を
拾
っ
て
見

る
と
「
大
阪
城
博
覧
会
」

「
四
百
年
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
レ
ー
ド
」
「
世
界
帆
船
ま

表
会
は
加
月
９
日
ｌ
ｕ
月
鯛
日

ま
で
毎
週
土
、
日
曜
日
。

口
詳
し
く
は
（
０
７
９
８
）
４
６
１
５
８

０
１
（
代
）
阪
神
リ
ビ
ン
グ
広
報
部
ま
で

「
招
待
状
」
を
ご
諦
求
下
さ
い
。

目
白
押
し
で
あ
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
都
市
は
大
一

き
な
イ
ベ
ン
ト
を
仕
組
ま
な
一

い
と
活
性
化
は
で
き
な
い
」
一

と
断
言
し
た
の
は
堺
屋
太
一
一

氏
で
あ
る
。

賛
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
礼
家
具
」

が
承
認
さ
れ
、
現
在
発
表
会
を

開
催
し
て
い
る
。
有
名
産
地
で

創
作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
礼

家
具
は
重
厚
な
味
わ
い
の
チ
ー

ク
材
仕
上
げ
と
シ
ス
テ
ム
家
具

の
二
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
特
別
価

大阪２１世紀計画協賛、婚礼家具
るけ受予販限セ格
･ てけ約売定ツ、
発い付も。で卜１０

ヌ
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○
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☆
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
の
代
表
取

締
役
社
長
に
、
松
井
高
男
さ
ん
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

☆
作
家
の
陳
舜
臣
氏
の
「
中
国
の
歴
史
」

全
十
五
巻
が
、
さ
る
六
月
完
結
し
、
一

人
で
中
国
五
千
年
の
歴
史
を
、
正
砿
に

活
き
活
き
と
描
き
だ
し
た
の
は
未
曾
有

の
快
挙
と
、
同
書
の
完
結
を
記
念
に
、

十
月
二
十
四
日
午
後
六
時
よ
り
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
一
一
地
下
桐
の
間
で
、

出
版
記
念
会
が
開
か
れ
た
。

☆
歴
史
学
者
の
奈
良
本
辰
也
氏
が
「
と

り
あ
え
ず
・
七
十
年
」
と
冠
し
て
、
「
な

り
た
く
て
な
る
わ
け
で
は
な
い
」
「
単

な
る
通
過
点
」
と
、
古
稀
の
お
祝
い
会

を
、
十
月
二
十
九
日
京
都
ホ
テ
ル
宴
会

場
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
舞
踊
評
論
家
の
谷
村
陽
介
氏
が
、
こ

の
ほ
ど
、
小
説
「
腕
」
を
近
代
文
芸
社

よ
り
発
刊
（
１
５
０
０
円
）
さ
れ
、
そ

の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
九
月
二

十
九
日
、
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。

☆
涯
高
で
、
そ
の
名
も
高
い
橋
本
武
先

生
の
在
学
鋤
年
を
祝
う
会
が
十
月
二
十

二
日
宝
塚
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
タ
カ
ラ

ジ
ェ
ン
ヌ
に
囲
ま
れ
て
の
、
フ
ァ
シ
ョ

ナ
プ
ル
な
パ
ー
テ
ィ
で
あ
り
ま
し
た
。

☆
横
尾
忠
則
さ
ん
が
、
作
品
集
を
神
戸

新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
よ
り
発
刊
。
出
版

記
念
パ
ー
テ
ィ
が
、
十
月
十
四
日
神
戸

同
月
堂
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
画

莱
は
二
万
五
○
○
○
円
。

★
本
誌
編
集
部
に
在
籍
し
、
現
在
「
オ

ー
ル
関
西
」
の
編
築
部
で
活
蹄
す
る
川

崎
啓
一
さ
ん
が
、
加
藤
ナ
オ
ミ
さ
ん
と

十
月
十
日
関
学
の
チ
ャ
ペ
ル
で
ゴ
ー
ル

イ
ン
。
二
十
三
日
は
、
バ
ー
グ
で
披
露

宴
が
。
お
め
で
と
う
／

★
童
画
家
の
島
本
直
子
さ
ん
が
獣
医
の

柏
村
勝
弘
さ
ん
と
婚
約
さ
れ
ま
し
た
。

★
行
動
美
術
の
松
本
宏
画
伯
の
個
展
が

十
月
二
十
五
日
’
十
一
月
三
日
ま
で
、

元
町
画
廊
で
久
々
に
開
か
れ
ま
す
。
乞

う
ご
期
待
／

〆
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